
よ
う
に
思
う
。
こ
の
サ
ロ
ン
も
「
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
３
年
目
を
迎
え
そ
ろ
そ

ろ
「
泉
南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
を
変
え
て
み
て
は
ど
う
か
と
思
う
。 

 ②
泉
南
市
に
つ
い
て 

泉
南
市
は
小
さ
な
公
園
は
あ
る
が
子
供
が
遊
べ
る

大
き
な
公
園
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。 

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
歩
い
て
い
る
が
、
市
内
に

は
多
く
の
緑
が
残
っ
て
い
る
。
市
内
一
円
を
大
き
く

と
ら
え
、
公
園
、
居
住
地
域
な
ど
と
棲
み
分
け
し
て

は
ど
う
か
。
よ
い
町
に
な
る
と
思
う
。 

 ③
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て 

高
齢
化
が
進
み
、
七
五
歳
に
な
っ
て
運
転
免
許
証

を
返
還
し
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
生

活
範
囲
は
縮
小
す
る
の
は
も
っ
と
も
だ
が
、
地
域
活

動
で
言
え
ば
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が
運
転
出

来
な
い
。
青
パ
ト
は
犯
罪
の
抑
止
力
に
も
貢
献
し
て

お
り
地
域
の
防
犯
活
動
の
大
事
な
ツ
ー
ル
。
七
五
歳

以
下
の
人
は
年
金
の
問
題
も
あ
る
が
、
定
年
を
迎
え

て
も
再
就
職
し
て
お
り
、
地
域
に
い
な
い
こ
と
が
多

い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
六
十
～
六
五
歳
ぐ
ら
い
の

方
が
一
番
活
躍
し
て
く
れ
る
が
、
そ
の
年
代
が
地
域

に
い
な
い
こ
と
は
深
刻
。 

 

 

ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
参
加
者
の
方
が
自
主
的
に

ま
と
め
た
資
料
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
意
見
交
換

や
情
報
共
有
が
で
き
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
二
月
二
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら

泉
南
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
予
定
で 

す
。 多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の 

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち 

し
て
い
ま
す
。 
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＊
「
新
春
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

主
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会 

一
月
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時 

か
ら
、
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て 

「
新
春
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
と
同
様
に
ミ
ニ
オ
ー
ケ 

ス
ト
ラ
に
よ
る
世
界
の
名
曲
の 

演
奏
が
あ
り
、
第
二
部
で
は
こ 

の
日
の
た
め
に
結
成
し
、
練
習

を
重
ね
た
泉
南
第
九
合
唱
団
に
よ
る
「
第
九
」
の
第
四

楽
章
の
合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
観
客
席
も
満
員
に
な
り
、 

入
場
者
の
方
々
は
、
鮮
や
か
な
ピ
ア
ノ
等
の
楽
器
の
演

奏
や
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
透
き
通
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
歌
声
に
魅
了
さ
れ
、
終
演
後
も
会
場
内
の
拍
手
は
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
に
も
気
軽
に
触
れ
あ
え
る
よ
う
に
「
リ
ハ
ー
サ
ル

見
学
会
」
を
開
催
し
、
開
場
前
に
は
泉
南
市
女
声
合
唱

団
有
志
に
よ
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

も
あ
り
ま
し
た
。 

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

一
月
二
十
四
日
（
火
）
に
平
成
二
十
八
年
度
第
十
回

「
泉
南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
十
名
（
市

民
八
名
、
職
員
二
名
）
の
参
加
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま

し
た
。
【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

当
日
の
テ
ー
マ
と
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

 

一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
人
口
が
約
１
万
人
の
長
野

県
の
小
布
施
町
に
観
光
客
を
１
０
０
万
人
呼
び
込
む
と

い
う
町
お
こ
し
を
行
な
っ
た
方
の
講
演
が
あ
っ
た
。
そ

の
と
き
に
思
っ
た
の
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
フ
レ

ー
ズ
。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
市
民
に
敬
遠
さ
れ
て
い
る 


